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医学生物学分野における 

テキストマイニング技術の展望（仮題） 

  

今回は、小池麻子氏（日立製作所中央研究所）にお願いし、文献検索手法を

利用してその検索結果をテキストマイニングし、新知見を“発掘する”方法に

つき、医学生物学分野を対象として、薬効物質候補の発見などを例にとって、

発表していただく。興味深い発表なので、ふるってご参加いただきたい。  

 

記 

 

日 時：1 月 31 日（土）14 時 30 分～17 時 

会 場：大阪市立浪速人権文化センター 

    5 階集会室 2（JR 環状線芦原橋駅前スグ） 

テーマ：医学生物学分野におけるテキストマイニング技術の展望 (仮題） 

発表者：小池麻子氏（日立製作所中央研究所）  

概 要：自然科学分野一般に、実験的に得られた知見は自然言語によって文献に蓄積され

ているが、数式や化学式を殆ど用いない医学生物学分野においては、その傾向は

特に高い。実験結果の解釈にも、また仮説生成の段階においても、これらの過去

の知見を把握していることが必要であるが、分野の発展に伴う文献数の増大によ

り、それが困難となりつつある。このような状況下で期待されている、文献検索、

情報抽出、潜在的知識発見のテキストマイニング技術について紹介する。  

参 考：小池麻子「テキストマイニングによる潜在的知識の発見支援」  

    『情報処理』48(8), 2007. p.824-829 

共 催：日本図書館研究会情報組織化研究グループ 

後 援：科学技術振興機構、情報科学技術協会  

参加費：主催団体・後援団体会員 200 円、その他 300 円 

＊ 事前申込み不要です。 

＊ 研究会終了後、発表者を囲んでの懇親会を予定しておりますので、こちらに

もご参加下さい。 


